
  

目目次次  

  

序序章章    高高次次脳脳機機能能障障害害者者にに対対すするる支支援援ププロロググララムムのの概概要要  ・・・・・・・・３  

  

第第１１章章  開開発発のの背背景景とと目目的的  

１      ヒアリングの概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

２      ヒアリング結果のまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

３      開発の目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

４      本技法開発における「在職中」の定義 ・・・・・・・・・・・・・・・・・９ 

 

第第２２章章  支支援援ににつつななげげるる方方策策  

１      相談要請への対応  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

２      相談シート「思い当たることはありませんか？」の活用  ・・・・・・・・・15 

３      相談シートを活用した支援事例の紹介 ・・・・・・・・・・・・・・・・・20 

 

第第３３章章  支支援援方方法法のの検検討討にに向向けけたた現現状状のの可可視視化化  

１      共有シート「職場の“今”の共有シート」 ・・・・・・・・・・・・・・・27 

２      共有シートを活用した支援事例の紹介  ・・・・・・・・・・・・・・・・・32 

 

第第４４章章  支支援援のの柔柔軟軟なな実実施施 

１      ジョブコーチ支援と支援プログラムのハイブリッド支援の試行・・・・・ 38 

２      ハイブリッド支援を効果的に実施するためのポイント・・・・・・・・・ 42 

 

第第５５章章          本本人人ののモモチチベベーーシショョンンのの向向上上をを図図るる取取組組  

           １      在職者を対象としたグループミーティング・・・・・・・・・・・・・・ 47 

           ２      支援事例の紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 52 

 

第第６６章章          ままととめめ    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 59 

  

資資料料集集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63 




